


はじめに

　本活動報告は、麻布地区総合支所の地域事業「麻布未来写真館」において、区民参画組織 

麻布を語る会 麻布未来写真館分科会が、これまでに取り組んだ活動の記録です。

「ファインダーをとおして、未来に向けた新しい麻布を発信していきます。」

　写真には写された記録だけではなく、多くの人々にとっての体験の「記憶」が含められた、

かけがえのない価値が備わっています。

　本活動報告に掲載された写真は、新しいものも古いものも全て、ファインダーをとおして 

「麻布」をめぐる様々な人々の記憶を未来につなぐ貴重な記録です。

　麻布の未来に向け、麻布地区総合支所は、多くの方々に記録と記憶の価値を伝え、区民の 

皆さんの地域への共感や愛着をより一層高めてもらえるよう取り組んでまいります。

　活動を進めるにあたり、様々なかたちでご尽力をいただきました区民の皆さんや関係者の 

方々に、心から御礼を申し上げます。

令和 5 年 3 月　港区麻布地区総合支所協働推進課
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「麻布未来写真館」とは

「麻布未来写真館」事業実施の背景
麻布地区は、区内にある大使館の半数以上が集中し、外資系企業も多く立地するなど、国際的

な「まち」です。また、外国人が多く利用する六本木の繁華街は、麻布の「まち」の国際的な魅力を
高めることに貢献しています。
　麻布には由緒ある寺院や、毛利庭園のように大名屋敷の面影を今に残す庭園や、小説や落語に
登場する坂や町名も多く残るなど歴史と文化の「まち」でもあります。一方、アークヒルズ、泉ガー
デンや六本木ヒルズ等に代表されるように、大規模なまちづくりによって「まち」が大きく変化
しています。
　こうした大規模なまちづくりにより「まち」が変化していくなかで、貴重な歴史的・文化的資産を
次世代へ伝えていくとともに、麻布に暮らす多くの人々に麻布の歴史や文化をもっと知ってもら
い、麻布の「まち」をより身近に感じ、愛着を感じてもらうための取組が重要です。

事業の趣旨
麻布地区総合支所では、平成 21年度から区民や企業、大学等と協働し、麻布地区の昔の写真な
どを収集するとともに、定点写真を撮影し、麻布のまちの変化を保存する取組として「麻布未来
写真館」事業を実施しています。
　当事業は、麻布地区の資料収集・保存していくことを通じて、麻布地区に暮らす人々にとって
身近な歴史・文化資源を保全・継承するとともに、より一層の活用を目的としています。同時に、
「まち」の歴史や文化をより多くの皆様に知っていただき、麻布地区への愛着を深めていただく一
助となることを目指しています。

区民との協働事業
広報紙等の募集を通じて集まった「区民参画組織・麻布を語る会・麻布未来写真館分科会」のメン
バーとともに、収集した資料等を活用したパネル作成に向けたワーキング、まち歩きによる「まち」
の変化の撮影やこれまでに作成したパネル等の発信、事業の周知に向けた検討等を実施しました。
　また、分科会メンバーが作成したパネルは、大学や企業等の協力のもと、「パネル展（常設展示・
企画展示）」により広く公開しています。

Ⅰ　分科会活動の概要

区民参画組織「麻布を語る会」とは
　麻布地区総合支所では、平成 18 年に新たな総合支所制度を導入して以来、地域に住み、働き、学び、
活動する多くの人々が区政に参加し、地区の課題の解決策や将来について、ともに議論し、協働によっ
て目標を達成していく「参画」と「協働」の取組に力を入れてきました。　
　「麻布を語る会」とは、区民の参画と協働により、麻布地区のめざすまちの姿「誰もが主役になれる
参画と協働のまち ～未来につなぐニューノーマルを創造する “AZABU” ～」の実現に向け、区民主体の
検討や取組を進めるために設置された麻布地区の区民参画組織です。
　メンバーは、麻布地区内に居住、勤務、在学、または麻布地区のために活動したい公募区民等によっ
て構成され、令和 5 年 3 月現在、「麻布未来写真館」・「麻布地区政策」・「地域情報の発信」の 3 つのテー
マに分かれて分科会を設置し、それぞれ活発な活動を行っています。



02

分
科
会
活
動
の
概
要
　

Ⅰ

分科会活動記録（令和 4 年度）

令和 4 年	 04 月 19 日（火）　プレ分科会：自己紹介、情報交換等
		  05 月 26 日（木）　第 1 回分科会：令和 4 年度の活動等について 
		  06 月 04 日（土）　第 2 回分科会：まち歩き（撮影）A 日程
		  06 月 05 日（日）　第 2 回分科会：まち歩き（撮影）B 日程 
		  07 月 14 日（木）　第 3 回分科会：撮影レビュー、令和 4 年度の活動について等
		  09 月 08 日（木）　第 4 回分科会：令和 4 年度に作成するパネルについて等
　　　　	 10 月 06 日（木）　第 5 回分科会：パネル作成に向けた検討・今後の作業確認等
		  11 月 17 日（木）　第 6 回分科会：まち歩き（撮影）、パネル作成に向けた検討等 
		  11 月 26 日（土）　第 7 回分科会：まち歩き（撮影）A 日程 
		  12 月 04 日（日）　第 7 回分科会：まち歩き（撮影）B 日程
		  12 月 09 日（金）　第 8 回分科会：撮影レビュー及びパネル作成に向けた検討等 
令和 5 年	 01 月 12 日（木）　第 9 回分科会：令和 4 年度に作成するパネルについて
		  02 月 15 日（水）　第 10 回分科会：令和 4 年度に作成するパネルについて
		  03 月 01 日（水）　第 11 回分科会：令和 4 年度に作成するパネルについて
		  03 月 22 日（水）　第 12 回分科会：今年 4 年度に作成するパネルについて等

パネル作成に向けた画像選定作業オンラインでの参加も可能な分科会運営を実施

分科会の実施
　「麻布未来写真館」の事業推進にあたって、令和 4年度は、分科会を全 12回開催（うち2回は、「ま
ち歩き（撮影）」を各回 2日程で実施）、あわせてワーキングの実施、個別オンラインでのやり取りも
積極的に活用し、メンバー間、メンバーと事務局間による意見交換やパネル作成に向けた検討等を行
いました。

区民参画組織 麻布を語る会 麻布未来写真館分科会 メンバー
　荒澤 經子、石井 諒太、入江 誠 ［副座長］、及川 廣子、大原 美帆、岡﨑 純子、小澤 知可子、
　近藤 敏康 ［座長］、椿 由美子、露木 尚文、野村 知義、水野 禮子、宮崎 則行 ［副座長］、八巻 綾子、
　吉川 一郎、街いく探検隊 （若松 保治）　　　　　　　　　　　　　　50 音順（令和 5 年 3 月 1 日現在）   
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まち歩き（撮影）の実施
　令和 4年度の分科会活動では、「麻布未来写真館」事業で麻布のまちの変化を保存する取組と
して行っている「まち歩き（撮影）」を下図の撮影ルートにより計 4 回実施しました。
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地域事業等との連携
　麻布地区総合支所が独自に実施する取組（地域事業）との連携による事業については、令和 4年
度も継続して「ちょこっと立ち寄りカフェ」との連携を行いました。その他、区内学校とも積極的に交
流を深め、連携事業を推進しています。

区民等の皆さまからの提供写真：令和4年度も多くの区民等の皆さまから写真・資料を提供していただきました。

「ちょこっと立ち寄りカフェ」との連携イベント：飯倉いきいきプラザにて麻布の地図を広げ、昔の麻布の写真を見ながら、思い出を語り合うプログラム。
あわせて、パネル展を開催しました。　令和4年（2022年）11月2日

資料の収集と情報発信
　「麻布未来写真館」では、地域事業等での活用、区民・観光客等への情報提供といった地域発展を
目的に、区民等の皆さまから提供いただいた写真・資料について、記録・保存を行っています。また、
これまでに作成したパネル貸出し・資料募集についての周知、SNS 等を活用したメンバーの自主的
な情報発信についても積極的に行っています。
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「ミナヨク」のメンバーと合同でのまち歩き（撮影）　令和4年（2022年）11月26日

「あざぶ達人ラボ」との連携：「あざぶカルタ」を使って、麻布の魅力を伝えるセミナー “ あざぶ達人ラボ×麻布図書館連携事業「あざぶカルタ」で「麻布をカ
タル」” の開催にあたって、かるたの札に関係のあるパネルを展示しました。

「ミナヨク」との連携：ミナヨク参加者に対して、麻布のまちの移り変わりを写真で説明するとともに、麻布未来写真館の活動について講演しました。
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パネル展の開催
　「麻布未来写真館」事業の一環として、これまでも開催してきた「パネル展」では、分科会活動
の中で検討したテーマに基づき、メンバーが作成したパネルを展示しました。　
　事業開始から 14年目を迎え、分科会メンバーの尽力とともに、地域の様々な方から、写真等
のご提供など多大なご支援とご協力を賜り、令和 4年度はパネル展を延べ 8回開催しました。
　いきいきプラザ（南麻布・ありす・麻布・西麻布・飯倉）でのパネル展では毎年行われる「ほの
ぼの作品展」と連携した展示を令和 3年度に続き開催しました。
　また、常設の展示として、都立中央図書館、有栖川宮記念公園管理事務所の掲示スペース、港
区麻布地区総合支所 2階の通路及び麻布区民協働スペースロビーでの展示を行っています。

区役所ロビーでの企画展 港区総合防災訓練の開催にあわせて実施した支所ロビーでの企画展

「ほのぼの作品展」と連動して開催した、各いきいきプラザでのパネル展（左上：麻布、右上：ありす、左下：西麻布、右下：南麻布）
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Ⅱ　分科会メンバー作成パネルの紹介

パネルの作成

　パネルの作成にあたっては、「麻布未来写真館」事業で麻布のまちの変化を保存する取組として行っ
ている「まち歩き（撮影）」での写真やパネル作成のために個別撮影した写真、また区民等から提供
していただいた写真や資料を活用しました。
　なお、「分科会メンバー作成パネルの紹介」には、分科会活動で、関係機関等の協力のもと、写真・
文献等の資料により、分科会メンバーが独自に調査し、作成したパネルの内容を掲載しています。

写真について
　これまで作成した多くのパネルで新旧の比較を行っていますが、必ずしも同一視点からの撮影には
なっていません。また、変化の様子をとらえるために、あえて周辺のまち並みも写してイメージの伝わ
る構図としました。
　なお、写真に写っている個人や所有（車等）の特定を避けるため、さらに、撮影条件や画像の経年劣
化等を補うために軽微な画像加工を一部加えています。

麻布の銭湯　－東麻布エリア－ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 08
麻布の銭湯　－アークヒルズの場所にあった天徳湯－ ・・・・・・・・・・・・・・・ 09
夜のまち歩き　麻布地区総合支所～六本木～麻布十番 ・・・・・・・・・・・・・・・ 10
夜の麻布　わたしのイチオシ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11
街いく探検隊　麻布・六本木の珍しいもの発見 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12
街いく探検隊　子ども達が見つけた街の珍しいもの ・・・・・・・・・・・・・・・・ 13
六本木五丁目周辺　六本木五丁目交差点（ロアビル） ・・・・・・・・・・・・・・・・ 14
六本木七丁目周辺　大きく変貌した場所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15
六本木三丁目周辺　なだれ坂 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16
八幡町歩道橋がなくなった！！　再開発が進む我善坊 ・・・・・・・・・・・・・・・ 17
麻布とアニメ　アニメの重要シーンに見る麻布の景色 ・・・・・・・・・・・・・・・ 18
麻布とアート　パブリックアートと現代アートのまち ・・・・・・・・・・・・・・・ 19
3 年ぶりの防災訓練 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20

退色しにくく、保存性に優れたプリントにより作成したパネルは、フジフイルムスクエア等での企画展、区有施設等での常設展示などで活用しています。
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麻布の銭湯　－東麻布エリア－
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麻布の銭湯　－アークヒルズの場所にあった天徳湯－
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Ⅱ

夜のまち歩き　麻布地区総合支所～六本木～麻布十番
令和 4 年（2022 年）11 月 26 日の麻布
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夜の麻布　わたしのイチオシ
令和 4 年（2022 年）の麻布
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Ⅱ

街いく探検隊　麻布・六本木の珍しいもの発見
令和 3 年（2021 年）から令和 5 年（2023 年）の麻布
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街いく探検隊　子ども達が見つけた街の珍しいもの
令和 3 年（2021 年）から令和 5 年（2023 年）の麻布
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Ⅱ

六本木五丁目周辺　六本木五丁目交差点（ロアビル）
平成から令和の麻布／令和 4 年（2022 年）、令和 5 年（2023 年）の麻布
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六本木七丁目周辺　大きく変貌した場所
平成から令和の麻布／令和 5 年（2023 年）の麻布
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Ⅱ

六本木三丁目周辺　なだれ坂
昭和・平成から令和の麻布／令和 4 年（2022 年）の麻布
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八幡町歩道橋がなくなった！！ 再開発が進む我善坊
令和 4 年（2022 年）の麻布
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麻布とアニメ　アニメの重要シーンに見る麻布の景色
令和 3 年（2021 年）の麻布
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麻布とアート　パブリックアートと現代アートのまち
令和 4 年（2022 年）の麻布
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Ⅱ

3年ぶりの防災訓練
令和 4 年（2022 年）11 月 13 日：港区総合防災訓練麻布会場
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Ⅲ　これまでの活動を振り返って

メンバーのことば

　令和 4 年度（2022 年度）の分科会活動の終わりに際し、各メンバーが、これまでの活動やそれぞ
れの想いを、「写真」と「ことば」で振り返りました。

 有栖川宮記念公園で行われた、環境保全のための池の浚渫と生物調査より

座長　近藤 敏康　
本年度は昨年度に比べ、麻布未来写真館活動を通じて撮影した写真を集約し、麻布未来写真館のメン
バーと共にパネル展に向けての写真選定ミーティングや解説キャプションの制作の打ち合わせを少し
気軽に行う事ができる様になって参りました。
その中で、今まで麻布の景色の一部とさえ思っていた様々なお店の閉店の告知の写真、ここ数年で身
近になったテレワーク関連の写真、キャッシュレスの急速な普及の影響を感じさせる一枚、最前線で
人々の命を守り続けている医療従事者をはじめとする生活を支える仕事をしてくださる方々への感謝
を感じさせる写真などを目にする一方で、観光客の回復の兆しを示す写真、麻布の自然の力強さを感
じさせる写真など、コロナ禍のトンネルから抜けるのではないか？と言う期待を感じさせる麻布の日
常の景色の変化を撮影した写真にも数多く出会う事ができました。
活動を通じて撮影した写真や解説キャプションはパネル展やホームページでの公開をはじめ、今後の
麻布未来写真館の各種活動を通じてお伝えしていければと考えております。
この報告書を手にとって頂いた皆様には、今後とも麻布未来写真館の活動にご興味を持って頂けます
と幸いです。
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メンバー　八巻 綾子　
今年度から麻布未来写真館の活動に参加しています。
古い写真を見つけて著作権等を確認し、撮影場所を探し出し
て同じ場所の「今」を撮影し、地図や解説を加えて展示パネ
ルを作成する。という作業プロセスのひとつひとつに、先輩
メンバーが蓄積した組織知や人的ネットワークがあり、学ぶ
ことばかりの一年でした。
変化の激しい麻布のまちは、「この景色は今撮影しておかな
いと変わってしまう！」「何とか良い写真を残しておきたい」
と感じる場面が多々あります。気づけばこの一年で大量の写
真を撮っていました。これからも麻布のまちの変遷を見つめ、
記録を残してゆければと思っています。

 1964年8月 麻布笄町の自宅前で

メンバー　水野 禮子　
麻布には日本一高い大きなタワーマンションが出来つつある中、このまちは、何処へ行くにも交通利便
性が高く、国立新美術館・森美術館・サントリー美術館等の美術館があり、生活していくには年をとっ
ても快適に過ごせる地区です。・・・難を云うと、物価が高い。
どんどん変わっていくまちを、自分の眼で見て、変化を撮影し、行動していきたいと思っております。
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メンバー　椿 由美子　
コロナ禍も４年目に入った2023年の早春。あらためてこの１年をふり返ると、感染予防対策をとりつつ、
落ち着いて、充実した活動ができたように思います。
年度はじめの4月には、毛利庭園や六本木さくら坂、国際文化会館などに足を運び、春爛漫の風景に心
躍らせ、カメラのシャッターを切りました。
初夏のまち歩きでは、再開発工事が続く「麻布台ヒルズ」（虎ノ門・麻布台プロジェクト）の要ともいえ
るメインタワーの姿を目で追いつつ、麻布台の閑静な住宅街を抜け、六本木１丁目界隈の新緑に心いや
されたことが思い起こされます。
秋には、東洋英和女学院中学部・高等部の文化祭、「楓祭」にご招待いただき、はじめてキャンパスの門
をくぐりました。写真部をはじめ各部の発表を拝見。在校生の方々の知的で溌剌としたエネルギーを感じ、
自身も青春時代に戻ったかのような心持ちで各会場をめぐりました。
飯倉いきいきプラザで開催された「ちょこっと立ち寄りカフェ」では、地元のご年配の方々との交流を
通して、貴重なお話をお聞かせいただきました。３年前の秋、同じ場所で開催された同カフェにも参加。
そのときいらしていた方のお姿もあり、心の中で再会を喜んだものです。
師走が間近に迫った晩秋には、麻布未来写真館初の試みともいえる、夜のまち歩きが行われました。麻
布地区を「みんな」で「よく」するコミュニティデザイン活動、「ミナヨク」のメンバーの方々も初参加。
日没後、支所前に集合、麻布の夜景をそれぞれの視点で撮影して歩きました。長年、筆記用具などの買
い物でお世話になった画材・文具の専門店が12月末で閉店すると聞き、途中、六本木ヒルズノースタワー
の一角にあるそのお店の前で、私同様、思い入れのあるメンバーの方々がくり返しシャッターを切って
いた姿が思い出されます。
和気あいあいとした大家族のような分科会。みなさんと集まり、まちを歩き、語り合うことができる幸
せに感謝しています。
関係者のみなさま、パネル展にお運びくださったみなさま、ありがとうございました。

 2022年（令和4年）4月：ライトアップされた国際文化会館の庭園。

 2022年（令和4年）11月：外苑東通りの夜景。
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副座長　宮崎 則行　
コロナ渦になってもう 3年が過ぎてしまいました。
この 2〜 3年間は予備のマスクを持参しながら徒歩圏内の麻布地区をあちらこちらと歩き回り、わが
街を再発見する良い機会になりました。
最近になって南風の吹く日に自宅上空を羽田に向かって着陸して行くジェット機の数も、コロナ渦で
減便される前に戻って来ているように感じます。
昨年秋の町内会のお祭りも、規模こそ縮小されながらも 3年振りに行われました。コロナ渦で廃業す
るお店が目立っていた中、新しく生まれたお店もポツポツと見受けられるようになりました。
先日には有栖川宮記念公園内にある池の浚渫作業の際に行われた生物観察会で 1m30cmを超す大き
なナマズが捕獲されビックリしました。そして人が池に入り作業しているすぐそばでは餌（小魚）を
ついばむカワセミやサギを観ることができました。まだ残る麻布の自然を感じる一コマでした。
これからも刻々と変化を続ける麻布の街を楽しみながら記録していけたらと思っております。

2023年2月に行われた有栖川宮記念公園の生物観察会で捕獲したカメを観察する子どもたち

西麻布四丁目で2024年完成予定の36階建有料老人ホーム工事中 2023年1月に東京タワーから観た六本木ヒルズ地区
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メンバー　野村 知義　
外出するときに持つリュックバックには、小型の
ディジタルカメラを入れてある。拙宅に近い飯倉
交差点を北方向（撮影場所の背面）の麻布台・虎
ノ門界隈は、再開発工事に伴って変化が激しい。
通るたびに変化する様子を撮影し、歴史に刻み続
けている。
写真1の飯倉交差点の南方向の様子は、静かな街
並みと言える。「みなとアーカイブ　浮世絵でみ
る今昔02　飯倉交差点」には東京名所四十八景
（四十二）飯倉四ッ辻の賑わいのある興味深い様子
が描かれている。分離帯の下には都電の軌道が埋
没している。飯倉交差点の西側へ緩やかな坂道を
経て六本木へ向かう路線、北側の坂道を下り虎ノ
門交差点へ向かう路線のポイント切替点でもあっ
た。時々脱輪していたと町内に住む先輩から話を
聞いたことがあった。
写真2は、「新撰東京名所図会・麻布区之部」※1

に掲載された挿絵である。前述の浮世絵※2 発行か
ら30年後、に描かれた挿絵には同じように以前
より多くの商店が並び賑わいのある様子が描かれ
ている。
写真3は、おかめ桜が満開を少し過ぎた時に撮影
した飯倉　熊野神社。挿絵に示すような賑わいは
今は無い。何とか活気と賑わいのある地域にでき
ないかと日々思い続け考えている。
今年度の活動では、飯倉いきいきプラザで開催さ
れた東麻布地域の今昔を語る会が開催され、地域
に住み続ける方々から昔の出来事の興味あるお話
しを聴くことができた。
生の声の語りを残すことは、何より大切なことで
あると思う。麻布の多くの地域で定期的に今昔を
語る会を開催し、今しか聴くことのできない事実
を書き綴りあわせて音を残すことが必要と思う。
「MINATOシティハーフマラソン2022」において
は、フィニッシュ地点で給水、タオル配布を担当
した。余裕で到着する、倒れこみそうな、二人が
笑顔で、さらに思い思いの仮装で沿道の声援者を
喜ばすファンランナーの皆さんをお迎えする場所
で大会に協力することができた。
その様子はディジタル映像として未来に残すこと
ができると思う。

※1『新撰東京名所図会 第三十五編 麻布区』
　　　明治34年 3月発行　発行所：東陽堂
※2『東京名所四十八景 飯倉四ッ辻』
　　　作者名：昇斎一景　制作：明治4（1871）年

 写真１　飯倉交差点（撮影：2023年３月）

 写真2　麻布熊野神社之図　※１

 写真3　飯倉 熊野神社（撮影：2023年３月）
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メンバー　及川 廣子　
コロナ過で子どもが消えた公園に元気な声と笑顔がもどる
思えばコロナ禍という言葉と付き合いながら早令和５年。
先日、笄小学校への道すがらふと、笄公園に目をやると子どもたち
の元気な声と、遊具に並ぶ子どもたちが目に入り思わず立ち止まり
暫く見ていた。
そういえば、コロナ禍の中、まちあるき撮影をしたことを思い出した。
当時、誰も入ることのできない公園内の木々も寂しそうに、しかし
季節は確かに廻っていた。
そして、今はコロナ過も少しずつ緩やかになり、公園のロープは取
り除かれている。
子どもや見守る大人もマスクは外さないが「遊び」という公園は大
切な居場所である。
私もその光景に嬉しくなって、目立たぬようにスマホで撮ってみた。
写真が上手くないのはカメラのせいにしている。でもまちあるき撮
影は楽しい。
これも麻布未来写真館のメンバーになれたからこそ。何よりも先輩
方が優しい。
私にとって麻布未来写真館とは「心地よい居場所」である。
１年間に感謝

余談・・・・・
鳥居坂だけではありませんが、坂は歴史の語り部と思っています。ずっと坂に関して思っていました。
年齢とともに坂はきついけれど坂のある風景ってオシャレな気もします。
あのビルの前はどんな建物だっただろうとか、当時の出来事は何だっただろう、坂の両端の木々は未だ
に残っている。
記憶も薄れる中この坂は車が走ろうと人が歩こうとじっと耐え、見守っていた気がする。
坂は歴史の語り部と思う。

 令和5年（2023年）3月：ついにロアビルの広告が消えた
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メンバー　岡﨑 純子　
2023年 1月 1日、飯倉町会小林徹会長から「麻布未来写真館」メンバーにお声掛けいただき、アーク
ヒルズ仙石山森タワー屋上から、3年ぶりに素晴らしい初日の出を観ることが出来ました。高所からの
撮影の機会をいただけましたことを深く感謝いたしております。
高い所に登ってみますと、コロナ禍でも麻布・六本木地区が大きく変化していることを感じました。麻
布台ヒルズも建設がかなり進行しており、2023年秋には開業予定だそうです。大好きだった我善坊の
光景、沢山撮影したつもりでしたが、もっと撮っておけばよかったとつくづく思いました。これからも
変わりゆく街並みの記録を撮り続けていきたいです。
今年度から新しいメンバーも加わり、「麻布未来写真館」はさらにパワーアップして発展していくことで
しょう。
ここに「パネル展」を観ていただいた方々、この活動にご協力いただきました多くの関係者の皆様方に
お礼申し上げます。

令和5年（2023年）1月1日：アークヒルズ 仙石山森タワー屋上から麻布・六本木の街を見おろす（左側に写るのは建設中の麻布台ヒルズ）

令和4年（2022年）3月25日：なだれ坂  満開の陽光桜令和4年（2022年）11月2日：東京タワーメインデッキから建設中の麻布台ヒルズをのぞむ
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メンバー　吉川 一郎　
ステレオ写真に傾倒しています
銀塩写真が発明されすぐにステレオ写真が発明されました。当時のステレオ写真を撮影するカメラは
当然２組のカメラが一緒になったもので、撮影した写真はステレオスコープで見ていたものでした。
当時のステレオ写真を見ると立体像としては不完全です。これらの理由からだと推察しますが、一般
化することはなくマニアックな撮影法であったと思われます。私が最初に見たステレオ写真は脳血管
像です。立体像として素晴らしく唖然としました。この時、会得したのがステレオスコープを用いな
い裸眼交差法によるステレオ像です。しかし、医療界でも主流になりませんでした。
ステレオ写真を撮影するためには右目と左目の距離だけ開けて撮影しなくてはなりません。現在でも、
二眼になったステレオカメラが発売されてきました。これらのカメラは多分不完全なステレオ写真に
しかならなかったはずです。ステレオカメラは焦点距離と被写体までの距離の関係が無視されている
ためです。デジタルカメラでこれらの問題を解決できる撮影ができるようになりました。ステレオ写
真の撮影は２枚の写真が必要です。２枚の写真を同じように撮影するのはほぼ不可能ですが、写真を
修正（被写体の大きさ、角度）することでステレオ画像が得られます。ステレオ写真は写真の世界を
変える力があると思っています。二次元の薄っぺらな写真から解放されます。ただ、交差法を会得す
るのが難しい。これができればステレオ写真の世界に没入できます。

ステレオ写真の利点：①立体像 ②ダイナミックレンジが1.4倍に拡大できる ③コントラストが上がる ④視覚的分解能が上がる ⑤情報量が増加する
ステレオ写真の欠点：①動いている被写体は撮影できない ②後処理に時間と労力が必要 ③万人がステレオ視できない ④観察には10インチ以上のモニ
　　　　　　　　　　ターが必要

 蓮の葉が見事に分離しています

坂道が実感できます福の文字と横の紐の束はどちらが前にありますか？
魚のお腹の膨らみがわかりますか？
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メンバー　石井 諒太　
当初は見学者として参加しておりましたが、2022 年から分科会の正規メンバーとして活動を開始し
ました。そのため、はじめて尽くしの一年となりました。新型コロナが落ち着き、念願のまち歩きに
参加することができました。各々の分科会メンバーが持つ多様な視点や切り口をお互いに共有するこ
とができ、一人でまち歩きするのとは全く異なる楽しみ方ができました。六本木ヒルズの一画では、
アンモナイトの化石が埋まる大理石の壁に群がる私たちの姿をよく覚えています。多くの人がただ通
りすぎる場所でも、おもしろい点を共有してみなで楽しむことができました。なにより、たまたま周
辺にいた一般の方も興味を持って見始めたことも印象的でした。
パネルの作成に初期段階から関わったのもはじめてでした。パネル作成の過程を身をもって把握する
ことができました。一枚のパネルにどんな写真を並べればトピックがよく伝わるかを考えて整理した
り、まち歩きなどで撮りためた写真からどんなトピックでパネル作成ができそうかを構想したりしま
した。他にも、港区本庁一階でのパネル展示の設営を行うなど、麻布未来写真館の活動の全容をよう
やく知ることができました。今後も麻布地区の記憶を残していく取組みを楽しみながら、大学院生と
して研究のヒントも得られればと考えています。
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副座長　入江 誠
麻布の空
麻布でも見られた、三日月と木星、それと金星。上り坂、
途中の高層マンションの間から見られた。もっとも西空が
良く開けた場所まで足を運べば当然見えるのですが、そこ
まで行かなくても三つの星々が縦一列に望めました。この
2月 23日のこと、電線越しに撮った１コマ、何の変哲もな
いのですが、自分ながら感動した。街歩きしていた折に達
川先生が「風景、建物だけではなく人物、自転車、車等も
入れてシャッターを切ると、その情景が良く分かるよ」と
アドバイスを頂いた事を思い出す。電線だらけの都会の中、
いつかは、この電線もなくなる日
が来るかもしれないと思いつつの
1コマでした。

メンバー　荒澤 經子
2022 年６月 4日土曜日の午前中、爽やかな気候の中、麻布未来写真館のメンバーで六本木の裏通り
で写真を撮る中、ふと、上を向いたら、大きなドーナツのような雲を見つけ、思わず、シャッターを
切りました。
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メンバー　街いく探検隊（若松 保治）　
街いく探検隊は、将来の街の担い手となる子ども達と清掃活動をしながら、探検するようにまち歩き
を行うボランティア団体です。毎月 1回、六本木ヒルズに隣接する妙経寺さんを中心に、麻布や六本
木、西麻布のまちで活動しています。
ゴミを探しながらゆっくり歩くと、普段なら気づかない街の変化や面白いものを発見したりします。
さらに、麻布には教科書に出て来る歴史上の建物や出来事もあり、坂や湧水、水路もたくさんあります。
実は子ども達は、そんな昔のコトやモノにとっても興味を持ってくれます。
「昔、ここは豆腐屋さんだったんだよ！」「川があったから橋の欄干があるんだよ」
目をつぶれば浮かぶ麻布の昔の様子、そこに想いを馳せることが、まちへの愛着となり、将来のまち
を想像することにつながると思います。
また、まち歩きを一緒にする参加者や、街で出
会う方々との交流も楽しいものです。2022 年の
ハロウィンの仮装で活動した時には、サンマリ
ノ共和国大使館の前で、マンリオ・カデロ大使
に偶然お会いしパチリ。子ども達も思いがけな
い国際交流にいつもよりテンションが上がって
いました。
麻布未来写真館の活動で、今と昔のまちの様子
を訪ね歩くことは、将来の担い手たちにまちを
受け継ぐためにも、大切な活動だと思います。
これからもこの活動で通じて、子ども達にまち
の様子をもっと伝えていきたいと思います。

活動詳細はQRコード、またはウェブで「街いく探検隊」で検索！
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講師　 達川 清
新旧和気あいあいと今の六本木の変わり具合を撮影しています。・
以前より目的意識が鮮明になってきた様子が写真に現れてきて嬉しいです。
まだまだ進化し続ける六本木、港区。・
この変化を楽しみに、より良い街になって行く様子をみんなで見て行きます。
参加希望の方！古き麻布地区の写真をお持ちの方！大歓迎します。・
一緒に歩きましょう！

メンバー　露木 尚文
本年度から参加している露木尚文と申します。・
自己紹介として、最近では、散歩愛好家などとい
うようにしています。まち歩きは結構するほうで
す。あざぶ達人ラボの事務局などをやらせていた
だいているので、麻布・六本木の街のことについ
てはそれなりに理解しているつもりでおりまし
た。それで、麻布未来写真館には軽い気持ちで入
門させていただいたのです。ところが、写真機を
持って、いざ街を歩いてみると、意外なほどシャッ
ターが切れない。いろいろなことが気になって
テーマが絞れない。そんな感じで一年が終わって
しまいました。
私は、麻布に住んでいるわけではなく、また、職場は渋谷の外れの幡ヶ谷にあります。六本木には京
王線と大江戸線を乗り継いでやってきます。だいたい平日の夕方から夜の時間帯が多く、六本木駅の
長い長いエスカレーターを登り、交差点あたりに出て、ずいぶんと背が低くなってしまった感じのす
る東京タワーに向かって歩き、右に曲がってハードロックカフェの前を通って麻布区民協働スペース
へと向かいます。結構、頻繁にやってきます。そんなときにときどき夜景の写真などを撮ってみたり
するわけです。麻布は大使館がたくさんある国際的な街、六本木は煌びやかな繁華街、でも一本裏道
に入ると不思議な夜の風景があったりもするのですね。路地と空き地と遠くの高層ビルの灯り。東京
の中心なのに何とも言えない場末感。そんなのもこのまちの特徴なのでしょうね。
職場の近所でまちづくり活動に取り組んでいる人が昔の街並みの写真は思いのほか見つからないとぼ
やいてしました。確かに、日常の場面を写真に撮っておくことはあまりないですよね。次年度は、あ
まり狙わずに、普通のまち並みの写真を撮りためてみようかなと思ったりしています。どうぞよろし
くお願いいたします。
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力強く、図案化したものです。
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